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   During the 13 years from July, 1971 to August, 1984, 1896 patients were diagnosed as 
urolithiasis at our University Hospital. These cases were retrospectively analyzed. The 
male to female ratio was 2.4 to 1. The peak age incidence of urinary calculi occurred in the 
third decade. The ratio of upper urinary tract stones to lower urinary tract stones was 18 
to 1. As to the laterality of the upper urinary tract stones, the ratio of left to right was 1.3 
to 1. Analysis of the stone components revealed that the frequency ob calcium oxalate mixed 
with calcium phosphate and pure calcium oxalate was 80 percent and struvite, uric acid & 
cystinine were 14.1%, 2.6%, 1.6% respectively.
















全 症例1.876例中,男 性1,318例.女性558例で,男 女
比 は2.4:1で あ った.年 齢 別 に み る と,全 体 では30
歳 代,40歳 代,50歳代,20歳 代 の 順 に 多 い が,男 性 で
は40歳代 が もっ と も多 く,次 い で30歳代,50歳代,20
歳 代 の 順 で あ る.女 性 では,50歳 代 よ りも20歳代 の症
例 が 多 く30歳代,40歳代,20歳 代,50歳 代 の順 で あ っ
た.各 年 齢 層 で 男 女 比 を比 較 して み る と,30歳未 満 の
症 例 では 男 女 差 が 少 な く(男 女 比1.5:1),30歳以 上
で男 女 差 が 大 きい(男 女 比2.6:1)傾 向 に あ った.
2結 石 成 分 と年 齢 ・性(Table2,3)
自然 排 石 が あ った が結 石 を 採 取 で きな か った 症例,
354 泌尿紀要　33巻　 3号　1987年
Table　1.尿路結石症患老の年齢別,性 別頻度

























甜 1318(2.6) 558　　　 187
*()内 の数字は女性を1と した時の男性の
　　　比率
Table　2.結 石 成 分










































舗 420　　　 159 579(100.0》
註1　 結 石 成分 のCa-Oxは 彦 酸 カル シ ウム,
　 　 　 Ca-Pは リ ン酸 カル シ ウ ム,　MAPは
　 　 　 リン酸 マ グ ネ シ ウ ムア ソモ ニ ウ ム,
　 　 　 UAは 尿 酸
註2　 そ の 他 の 内訳 は,リ ン酸 水 素 カ ル シ ゥ
　 　 　 ムh:　i例,Ca-P,酸性 尿 酸 ナ トリウ ム
　 　 　 が1例,MAP,　 Ca-Pと酸 性 尿 酸 ア ン

















結石やCa・P,　MAPの 混合結石で は女性の占め る割






である.排石後に受診 した症例などは含 まれ ていな








































































註1　 結 石成 分 のCa-Oxは 修 酸 カ ル シ ゥ ム,　Ca・P
　 　 　 は リ ン酸 カル シ ウ ム,MAPは リン酸 マ グネ シ
　 　 　 ウム ア ン モ ニ ウ ム,UAは 尿 酸
尉 18 1 19





　 　 　 左13　 50　 90　 80　 57　 61
　 　 両側　　　3　　　 15　　 37　　 39　　 30　　　15
355
尿管 右10　 77113101　 55
　 　 　 左10　 %159172　 73


















刷 0　　　 0　　　　7　　　 4　　　 5 3





















　 当院での結石患老統計を近年の諸報告 と比較す る
と,まず男女比では女性1に対 し男性が2.1～2・6倍の
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